
                                                     資料 ２ 

取組の方向・目標等について 

・ 社会背景や環境，将来見通し等を踏まえ，取組の方向や目標及び，これにより近づくための取組を検討した。 

 

１ 市民主役のまちづくりの推進に関すること （市民が主役のまちづくりを推進する） 
（１）取組の方向等について 

重点課題１  取組の方向（施策名） めざす状態（施策目標）  取 組 

まちづくりの担い手（人材・

組織）の育成強化や活動の

場・拠点の整備，まちづくり

活動に関する情報の共有化を

図り，市民の手によるまちづ

くり活動を活性化すること 

 

協働によるまちづ
くりの推進 

市民の主体的なまちづくり

活動が活発に行われており，

協働のまちづくりが進んで

います。 

 ○まちづくり活動の担い手の育成強化 

○まちづくり活動に参加する機会と環境の充

実 

○まちづくり活動に関する情報の共有化 

 

 

 

重点課題２  取組の方向（施策名） めざす状態（施策目標）  取 組 

地域資源の発掘や独自性を発

揮する計画策定などにより，

地域の主体的なまちづくり活

動の促進を図り，地域特性に

応じたまちづくり活動を推進

すること 

 

地域主体のまちづ
くりの促進 

地域住民がまちづくりの目

標を共有し，個性あふれるま

ちが市民の手によってつく

られています。 

 ○地域ビジョンの策定支援 

○地域まちづくり活動への支援の充実 

 



重点課題３  取組の方向（施策名） めざす状態（施策目標）  取 組 

政策形成過程における市民参

加・機会の充実などにより，

市政への参加促進を図り，市

民の意見を市政に反映させる

こと 

 

市民の市政への参

画促進 

 

政策形成のさまざまな過程

で市民の意見がより的確に

反映されています。 

 ○行政情報の共有化の促進 

○政策形成段階からの市民参画の促進 

 

 

（２）重点的な事業(例) 
名称 目的 事業概要 

まちづくり活動情報の交流促進 まちづくりの考え方や協働事業などの情報

提供を行うため，多様な媒体を活用し提供す

る。 
各主体の活動情報などのまちづくりに関す

る情報発信を促進し，情報集約化を図り共有化

することでまちづくりを活性化する。 

● まちづくり活動情報の集約と提供 

● 地域情報の交流促進 

 

地域のまちづくり組織の組織強化 地域内の各主体間の連携を図ることにより，

地域まちづくり組織の組織強化を行うととも

に，地域の基盤的組織である自治会への加入を

促進する。 
また，各地域まちづくり組織間の情報交換の

場を設けることにより，効果的，効率的なまち

づくり活動を促進する。 

● 地域まちづくり組織の基盤強化 

● 地域を構成する団体との連携強化 

● 地域まちづくり組織間の連携促進 

 

 
 



２ 行政経営基盤に関すること （行政経営基盤を強化する） 
（１）取組の方向等について 

重点課題１  取組の方向（施策名） めざす状態（施策目標）  取 組 

効果的で効率的な行政経営

を推進し，最少の経費で最大

の効果が発揮できるような行

政経営を行うこと 

 

効果的で効率的な行
政経営システムの確

立 

分権型社会のもと，限り

ある経営資源を適切に配

分することにより，最少の

経費で最大の効果が発揮

できるような行政経営を

行っています。 

 ○経営資源を最適に配分し活用する仕組みの

充実 

○新たな自治の仕組みの創造 

○都市連携の強化 

 

 

 

重点課題２  取組の方向（施策名） めざす状態（施策目標）  取 組 

身近な地域における一層の

行政サービス拡充と地域特性

に応じたまちづくりを行う地

域自治の確立を目指すこと 

 

地区行政の推進 

地域に視点を置いた行

政経営が，効果的に展開さ

れています。 

 ○地域行政機関の機能強化 

 

 

重点課題３  取組の方向（施策名） めざす状態（施策目標）  取 組 

政策形成能力や専門的・実

務能力を備え，意欲的に職務

を遂行できる人材を育成する

ことにより，組織力を向上さ

せ，行政課題への的確な対応

や個性あるまちづくりを効果

的に進めること。 

 

行政の組織力の向上 

行政が組織力を高め，ま

ちづくりの課題に対応し，

個性あるまちづくりを進

めています。 

 ○意欲や能力に応じた人材活用の推進 

○職員の自律的能力開発の推進 

 

 



 

 

重点課題４  取組の方向（施策名） めざす状態（施策目標）  取 組 

事務事業の「選択と集中」

の徹底や自主財源の確保など

により，財政基盤の強化を図

り，将来にわたり，多様化す

る市民ニーズに的確に対応し

ていくこと 

 

財政基盤の強化 

将来にわたり財政運営

の健全性が確保されてい

ます。 

 ○自立可能な財政構造の構築 

○財源の充実強化 

 

 

 

 

 

（２）重点的な事業（例） 
名称 目的 事業概要 

自治基本条例の制定及び条例の趣旨

の周知 

自治の理念・基本原則，市民・

議会・執行機関の役割・権利・責

務，市政運営の仕組み等を規定す

る自治基本条例を制定し，その趣

旨を周知することにより，本市に

ふさわしい市民自治の確立を目指

す。 

● 「自治基本条例を考える会議」の設置・運営 
  ・市民との意見交換会，シンポジウムの開催 
  ・「自治基本条例を考える会議」からの提言 
  ・条例案に対するパブリックコメントの実施 
  ・条例案の議会提案及び審議 
  ・条例の周知・施行，条例に基づく自治運営の推進 



 
名称 目的 事業概要 

地域行政機関の体制・権限の強化 市民の利便性の向上を図るとと

もに地域の特性に応じた施策・事

業を展開するため，地域行政機関

において効果的に機能が発揮でき

る体制や権限の強化を行う。 

● 生活に密着したサービスや地域の特性を生かしたサービスを

市民に身近な地域行政機関で展開する。 
● 地域行政機関において，地域の実状や特性に応じ，創意工夫

を生かした独自事業を企画立案し，実施する。 
● 地域の特性やニーズを施策・事業の所管課に提供し，反映で

きるしくみを構築する。 
● 地域課題などに迅速かつ柔軟に対応できるよう，地域の裁量

を生かした予算編成・執行のしくみを構築する。 
● 地域行政機関において発揮する機能について，効果的な配置

を行う。 
将来世代への負担に配慮した財政運

営 

本市が，将来にわたり，財政運

営の更なる健全性が確立できるよ

う，中期財政計画の策定などによ

り，将来世代への負担に配慮した

財政運営に取り組む 

● 出資法人等を含めた財務諸表の作成や人件費を含めた事業ご

とのコスト分析をする。 
● 標準財政需要額と決算額との対比分析をする。 
● 分析結果を中期財政計画の策定に反映させ，現在及び将来に

おける問題点を捉えるとともに目標に定めた財政指標を達成

する。 
 

 
 
 
 



 
 
３ 市民の相互理解と共生に関すること （市民の相互理解と共生のこころを育む） 
（１） 取組の方向等について 

重点課題１  取組の方向（施策名） めざす状態（施策目標）  取 組 

若い世代への啓発，関係機

関との連携などにより，女性

に対する暴力の根絶を図ると

ともに，啓発活動地域ネット

ワークの活用，関係機関との

連携などにより，子どもへの

虐待防止対策の強化を図り，

女性や子どもの人権侵害を防

止すること。 
また，広報啓発活動の推進等

により，高齢者・障がい者の

権利擁護を充実し，こころの

バリアフリーの推進を図り，

市民の誰もが障壁を感じるこ

となく，安心して暮らせるよ

うにすること。 

 

かけがえのない個人の

尊重 

すべての人が，個人として尊

重され，その人権が擁護され

ています。 

 ○ 女性の人権を尊重する社会づくりの推進 

○ 子どもの権利を尊重する環境づくり 

○ いじめ対策の充実 

○ 高齢者・障がい者の権利擁護の充実 

 

 

 



重点課題２  取組の方向（施策名） めざす状態（施策目標）  取 組 

チャレンジ支援，子育てや介

護への社会的支援の充実，意

識啓発活動などにより，男女

共同参画を推進すること。 
 

 

男女共同参画の推進 

 

 

男女があらゆる分野へ参画

しています。 
 
 

 ○ 男女共同参画意識の醸成 

○ 男女共同参画推進のための能力開発・活用

の促進と環境整備 

重点課題３  取組の方向（施策名） めざす状態（施策目標）  取 組 

在住外国人が暮らしやすい環

境づくりを行うとともに，市

民主体の多文化共生・国際交

流事業の支援などにより，在

住外国人と市民の共生・相互

理解の促進を図り，日本人も

外国人も同じ市民として安心

して暮らすことができるよう

にすること。 

 

多文化共生の地域づく

り 

 

市民も在住外国人も同じ市

民として，相互に理解しあ

い，安心して暮らしていま

す。 

 ○ 情報の多言語化の推進 

○ 在住外国人との相互理解の促進 

○ 平和啓発活動の充実 

 

 



 

（２）重点的な事業（例） 
名称 目的 事業概要 

ＤＶ被害者の支援強化 ＤＶ被害者を安全に保護し，自立

して生活できるよう必要な支援を

行う。 

● 配偶者暴力相談支援機能の充実 

● ＤＶ被害者の迅速な保護のための関

係部署との連携 

・ＤＶ対策関係機関ﾈｯﾄﾜｰｸ会議の開催

● ＤＶ被害者の自立支援 

・既相談者へのフォロー相談の実施 

・住居の確保：市営住宅優先入居など

 
児童虐待防止体制の充実 児童の福祉の増進を図るため，児

童虐待に効果的な対応ができるよ

う体制づくりを推進する。 

● ネットワーク会議の連携強化 
 
● 児童虐待防止等地域活動の推進 
 
● 児童相談体制の充実   

  
いじめゼロ運動の推進 児童生徒が，ルールやマナーを守

るとともに，いじめを許さない態

度を身に付けられるよう，問題行

動及び，いじめ・不登校対策の強

化を図る。 

● 「いじめゼロ運動」の推進・不登校対

策の拡充 

● 問題行動・非行防止に向けた取組 

● 社会性の育成 

 

 
 

 



 

名称 目的 事業概要 
ワーク・ライフ・バランスの促進 男女がともに仕事と生活のバラン

スをとることができるよう環境を

整備する。 

● 企業の取組促進 

・男女共同参画推進事業者表彰の実施

など 

● 男性の家庭・地域社会への参画促進 

  ・講座・セミナーの実施など 

● 女性の就業活動支援 

・再就職準備セミナーの開催など 

 
在住外国人と市民のネットワーク化

事業 
在住外国人も市民も，言葉やコミ

ュニケーションの障壁を超えて，

同じ地域社会の構成員として，相

互に理解し，役割と責務を果たし，

安心して生活でき，地域づくりの

担い手となってもらうため，市民

への多文化共生社会に関する啓発

を推進するとともに，団体やボラ

ンティアのネットワーク化を図

る。 

●  多文化共生社会について市民への周

知・啓発 

● 在住外国人との共生を目的とした市

民やボランティアのネットワーク化 

● 日本人のための多文化共生理解講座 
 

 

 

 

 


